
　（理科　６年　更新版）

 指導計画・評価資料　　６年 国立教育政策研究所による参考資料（令和2年3月公表）のフォーマットに合わせた更新版です。

〔知…知識・技能，思…思考・判断・表現，態…主体的に学習に取り組む態度〕

１．ものが燃えるしくみ 4月第2週～，配当8時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】A(1)燃焼の仕組み　ア(ｱ)，イ

思①／燃焼のしくみについて，問題を見いだし，予想や仮説
をもとに，解決の方法を発想し，表現するなどして問題解決
している。
思②／燃焼のしくみについて，実験などを行い，ものが燃え
たときの空気の変化について，より妥当な考えをつくりだ
し，表現するなどして問題解決している。

態①／燃焼のしくみについての事物・現象に進んでかかわり，粘
り強く，他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／燃焼のしくみについて学んだことを学習や生活に生かそう
としている。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 ものが燃えるしくみ
ものが燃えるためには，何が必要なのか，もの
が燃えるしくみについて調べてみよう。

思 思①／ものが燃えるためには，何が必要なのかについ
て，既習の内容や生活経験をもとに，根拠のある予想や
仮説を発想し，表現しているかを確認する。（発言・記
述分析）

ものが燃えるために何が必要なのかについて，具体的な予想
や仮説を発想し，筋道を立てて表現している。

友達の考えを紹介するとともに，まきの置き方による燃え方の違
いに気づかせたり，あたためられた空気の動きを思い出させたり
して，ものが燃えるしくみについて考えさせる。

第１次 2
・
3

ものの燃え方と空気の動き
缶の下のほうにも穴を開けるとよく燃えるの
は，空気とどんな関係があるのだろうか。
実験1　ものの燃え方と空気の動き

思 ○ 思①／ものの燃え方と空気の動きについて，問題を見い
だし，予想や仮説をもとに解決の方法を発想し，表現し
ているかを評価する。（発言・記述分析）

ものの燃え方と空気の動きについて，問題を見いだし，空気
の入口や出口の位置と関係づけて予想や仮説をもち，条件に
着目しながら実験を計画し，表現している。

割り箸がよく燃え続けるのはどんなときだったかを確認させ，空
気の出入りがあることに着目させる。

知 知②／線香やろうそくなどを目的に応じて用意し，安全
に正しく使って，空気の動きを調べ，適切に記録してい
るかを確認する。（行動観察・記録分析）

線香やろうそく，集気瓶などを適切に使って，ろうそくの燃
え方と空気の流れを関係づけながら，工夫して計画的に実験
を行い，適切に記録している。

燃え方を見やすくするには透明なものを使う必要があることに気
づかせて，底のない集気瓶を紹介し，瓶の口や底の開け方・閉じ
方をどう組み合わせるかを計画的に実験できるようにする。

第２次 4
・
5

燃やすはたらきのある気体
窒素，酸素，二酸化炭素のうち，ものを燃やす
はたらきがあるのは，どの気体だろうか。
実験2　気体による燃え方のちがい

思 ○ 思②／実験結果から，気体の種類によるものを燃やすは
たらきの違いについて，より妥当な考えをつくりだし，
表現しているかを評価する。（発言・記述分析）

実験結果から，気体の種類によるものを燃やすはたらきの違
いについて，より妥当な考えをつくりだし，酸素中では空気
中よりも激しく燃えることも考察しながら，表現している。

酸素中でものを燃やしたときは，空気中で燃やしたときと比較し
て激しく燃えたことから，酸素にはものを燃やすはたらきがある
ことに気づかせる。

第３次 6
・
7

ものが燃えるときの空気の変化
ものが燃えるとき，空気中の気体にはどんな変
化があるのだろうか。
実験3　ものを燃やす前と後の空気のちがい

知 ○ 知②／気体検知管や石灰水などを安全に正しく使って，
ものが燃える前と後の空気の変化を調べ，結果を適切に
記録しているかを評価する。（行動観察・記録分析）

気体検知管や石灰水などを安全に正しく使って，ものが燃え
る前と後の空気の変化について詳しく調べ，結果を整理し，
適切に記録している。

気体検知管の使い方や目盛りの読み方を再度確認させる。また，
石灰水は二酸化炭素が多いと白く濁る性質を確認してから調べさ
せる。

知 ○ 知①／ろうそくや木などの植物体が燃えると，空気中の
酸素が使われ二酸化炭素ができることを理解しているか
を評価する。（記述分析・ペーパーテスト）

ろうそくや木などの植物体が燃えると，空気中の酸素が使わ
れ二酸化炭素ができることをもとに，空気が入れかわるとよ
く燃えることを理解している。

ろうそくが燃える前と後で酸素と二酸化炭素の割合の変化を再度
比較させたり，石灰水の白濁を見せたりして，その変化を確認さ
せる。

態 ○ 態①／ものが燃えるときの空気の変化に進んでかかわ
り，粘り強く，他者とかかわりながら問題解決しようと
しているかを評価する。（行動観察・発言・記述分析）

ものが燃えるときの空気の変化に進んでかかわり，粘り強
く，他者とかかわりながら，自分の考えを調整して，燃やす
前後の空気の違いを調べようとしている。

実験の前に，各自の予想を図や文で表して話し合う場面を設定し
ておき，実験の後で，気体検知管や気体測定器で調べた数値をも
とに考察する際，自分の考えを変容させたり，より確かなものに
したりするよさを感じられるようにする。

まとめ～
つなげよう

8
・
予
備

まとめノート／たしかめよう／活用しよう
つなげよう（えんとつ効果でよく燃える，酸素
を積んで飛ぶロケット）

態 ○ 態②／ものの燃焼のしくみについて学んだことを学習や
生活に生かそうとしているかを評価する。（行動観察・
発言・記述分析）

ものの燃焼のしくみについて学んだことを学習や生活に生か
し，身の回りの現象を見直そうとしている。

教科書p.22～23の「つなげよう」などを使って，日常生活・社会
に生かされている場面を紹介する。

【単元の目標】
空気の変化に着目して，ものの燃え方を多面的に調べる活動を
通して，燃焼のしくみについての理解をはかり，実験などに関
する技能を身につけるとともに，おもにより妥当な考えをつく
りだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／植物体が燃えるときには，空気中の酸素が使われて二酸化炭
素ができることを理解している。
知②／燃焼のしくみについて，実験などの目的に応じて，器具や機
器などを選択し，正しく扱いながら調べ，それらの過程や得られた
結果を適切に記録している。



　（理科　６年　更新版）

２．ヒトや動物の体 5月第2週～，配当9時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(1)人の体のつくりと働き　ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)，イ

思①／ヒトや他の動物の体のつくりとはたらきについて，問
題を見いだし，予想や仮説をもとに，解決の方法を発想し，
表現するなどして問題解決している。
思②／ヒトや他の動物の体のつくりとはたらきについて，実
験，資料調べなどを行い，体のつくりと呼吸，消化，排出及
び循環のはたらきについて，より妥当な考えをつくりだし，
表現するなどして問題解決している。

態①／ヒトや他の動物の体のつくりとはたらきについての事物・
現象に進んでかかわり，粘り強く，他者とかかわりながら問題解
決しようとしている。
態②／ヒトや他の動物の体のつくりとはたらきについて学んだこ
とを学習や生活に生かそうとしている。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 ヒトや動物の体
生きていくために必要なものを，どのようにし
て体の中に取り入れているのだろうか。

思 思①／体に必要なものをどのように取り入れているのか
について，既習の内容や生活経験をもとに，根拠のある
予想や仮説を発想し，表現しているかを確認する。（発
言・記述分析）

体に必要なものをどのように取り入れているのかについて，
具体的な予想や仮説を発想し，筋道を立てて表現している。

ヒトや動物が生きていくために，何が必要かと問いかけること
で，これまでの飼育や生活経験を振り返り，それをどのように取
り入れているかを考えさせる。

第１次 2 食べ物のゆくえ
食べ物は，口の中で，どのように変化するのだ
ろうか。
実験1　だ液によるでんぷんの変化

思 ○ 思②／だ液によるでんぷんの変化について考察する中で
より妥当な考えをつくり出し，表現しているかを評価す
る。（行動観察・発言・記述分析)

だ液によるでんぷんの変化について，実験を通して，食べ物
は体の中でどのように消化され，養分として吸収されていく
のかを考察し，自分の考えを表現している。

だ液と混ざったことで食べ物が変化したととらえられるように，
だ液を加えたでんぷんがヨウ素液に反応せず，でんぷんではなく
なったことを確認する。

3 食べ物は，体のどこを通って，どのように変化
していくのだろうか。
資料調べ1　食べ物の通り道や変化

知 ○ 知②／口から取り入れられた食べ物は，消化管を通る間
に消化・吸収され，吸収されなかったものは排出される
ことを理解しているかを評価する。（記述分析・ペー
パーテスト)

口から取り入れられた食べ物は，胃，腸など消化管を通る間
に消化され，養分は小腸で吸収されて肝臓に蓄えられ，吸収
されなかったものは排出されることを理解している。

よくかむ，おなかがすく，排便をするなど，自分の生活経験をも
とに考え，ヒトの消化器官の図を指でなぞりながら，消化・吸収
を1つずつ順に確かめる。

ヒトや動物と空気
空気を吸ったり，息を吐いたりするときに，何
を取り入れ，何を出しているのだろうか。
実験2　吸う空気とはき出した息のちがい

知 知⑤／気体検知管や石灰水を正しく扱い，吸気と呼気の
違いを調べているかを確認する。（行動観察)

これまでの学習経験から，気体検知管や石灰水を正しく扱
い，吸気と呼気における酸素と二酸化炭素の濃度変化を詳し
く調べている。

呼吸において，空気中の酸素・二酸化炭素が関係している事実を
押さえ，「1.ものが燃えるしくみ」の学習を想起するなどして，
調べ方に気づくよう助言する。

知 ○ 知①／ヒトや動物は，呼吸によって酸素を取り入れ，二
酸化炭素などを出すことを理解しているかを評価する。
（記述分析・ペーパーテスト)

ヒトや動物は呼吸によって肺などで酸素を取り入れ，二酸化
炭素や水分を出しているが，動物によって呼吸のしくみに違
いがあることを理解している。

どの動物も呼吸によって酸素を取り入れ，二酸化炭素を出してい
ることを理解させるために，実験結果と資料の読み取りを併用す
るよう助言する。

態 ○ 態①／呼吸のときの空気の変化に進んでかかわり，粘り
強く，他者とかかわりながら問題解決しようとしている
かを評価する。（行動観察・発言・記述分析）

呼吸のときの空気の変化に進んでかかわり，粘り強く，他者
とかかわりながら，自分の考えを調整して，吸う空気と吐き
出した息の違いを調べようとしている。

ものが燃えるときの空気の変化を調べた経験を生かして，実験で
得られた結果をもとに，自分の考えを変容させたり，より確かな
ものにしたりするよさを感じられるようにする。

6 体をめぐる血液
活動　血液の流れを感じてみよう
血液は，体の中をどのように流れ，どんなはた
らきをしているのだろうか。

思 ○ 思①／血液の循環を，消化・吸収や呼吸のはたらきと関
係づけて追究し，予想や仮説を発想して，自分の考えを
表現しているかを評価する。（行動観察・発言・記述分
析)

養分や酸素を取り入れた血液は，心臓のはたらきで全身に送
られ，二酸化炭素などを運び出していると考え，心臓の拍動
と脈拍との関係も踏まえて自分の考えを表現している。

養分や酸素が，血液でどのように運ばれていくか，各器官と関係
づけて考えられるよう，これまでの学習を振り返らせるなどして
支援する。

血液の流れとはたらきを調べよう。
資料調べ2　血液の流れとはたらき

知 ○ 知⑤／資料などを目的に応じて選択し，血液の流れや腎
臓のつくりとはたらきを調べ，結果を適切に記録してい
るかを評価する。（行動観察・記録分析)

血液の流れや腎臓のつくりとはたらきについて，これまでの
学習と関連づけて調べ，工夫を加えて結果をまとめている。

映像資料や模型を使って，血液中の養分や酸素，二酸化炭素や不
要なものが，どのように運ばれていくかを調べることができるよ
うに支援する。

知 ○ 知③／血液は心臓のはたらきで体内を巡り，養分，酸素
および二酸化炭素などを運んでいることを理解している
かを評価する。（記述分析・ペーパーテスト)

血液は心臓のはたらきで体内を巡り，養分，酸素および二酸
化炭素などを運んでいることを，体に必要なもの・不要なも
のを運ぶ役割として，整理して理解している。

血液が養分や酸素を全身に送ったり，不要なものを運び出したり
することをとらえるため，図などを用いて考えられるよう助言す
る。

第４次 8 生命を支えるしくみ
臓器どうしには，どんなつながりがあるのだろ
うか。
活動　血液の流れを通した臓器どうしのつなが
り

知 ○ 知④／体内には生命を維持するためのさまざまな臓器が
あることを理解しているかを評価する。（記述分析・
ペーパーテスト)

各臓器のつながりやはたらき，生命を支えるしくみを，消
化・吸収や循環など，これまでの学習と関連づけて理解して
いる。

各臓器のつながりやはたらきを理解できるよう，ヒトや動物の体
の学習の記録を振り返るよう助言する。

まとめ～
つなげよう

9
・
予
備

まとめノート／たしかめよう／活用しよう
つなげよう(消化管の長さ，血管の長さ)

態 ○ 態②／ヒトや動物の体のつくりとはたらきについて学ん
だことを学習や生活に生かそうとしているかを評価す
る。（行動観察・発言・記述分析)

ヒトや動物の体のつくりとはたらきについて学んだことか
ら，生命のたくみさや多様性を見つけるなどして，身の回り
の生命をとらえ直そうとしている。

映像資料や模型などを紹介し，体のつくりとはたらきについて，
とらえ直す視点をもたせる。

【単元の目標】
体のつくりと呼吸，消化，排出および循環のはたらきに着目し
て，生命を維持するはたらきを多面的に調べる活動を通して，
ヒトや他の動物の体のつくりとはたらきについての理解をはか
り，実験，資料調べなどに関する技能を身につけるとともに，
おもにより妥当な考えをつくりだす力や生命を尊重する態度，
主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／体内に酸素が取り入れられ，体外に二酸化炭素などが出され
ていることを理解している。
知②／食べ物は，口，胃，腸などを通る間に消化，吸収され，吸収
されなかったものは排出されることを理解している。
知③／血液は，心臓のはたらきで体内を巡り，養分，酸素および二
酸化炭素などを運んでいることを理解している。
知④／体内には，生命活動を維持するためのさまざまな臓器がある
ことを理解している。
知⑤／ヒトや他の動物の体のつくりとはたらきについて，実験，資
料調べなどの目的に応じて，器具や機器などを選択し，正しく扱い
ながら調べ，それらの過程や得られた結果を適切に記録している。

第３次

7

第２次 4
・
5



　（理科　６年　更新版）

３．植物のつくりとはたらき 6月第1週～，配当7時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(2)植物の養分と水の通り道　ア(ｱ)(ｲ)，イ　B(3)生物と環境　ア(ｱ)，イ

思①／植物の体のつくりとはたらきについて，問題を見いだ
し，予想や仮説をもとに，解決の方法を発想し，表現するな
どして問題解決している。
思②／植物の体のつくりとはたらきについて，実験などを行
い，体のつくり，体内の水などゆくえ及び葉で養分をつくる
はたらきについて，より妥当な考えをつくりだし，表現する
などして問題解決している。

態①／植物の体のつくりとはたらきについての事物・現象に進ん
でかかわり，粘り強く，他者とかかわりながら問題解決しようと
している。
態②／植物の体のつくりとはたらきについて学んだことを学習や
生活に生かそうとしている。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 植物のつくりとはたらき
植物の体の中を，水はどのように運ばれている
のだろうか。

思 思①／植物の体の中を，水がどのように運ばれているか
について，予想や仮説をもとに，解決の方法を発想し，
表現しているかを確認する。（発言・記述分析）

身近な植物と水との関係のさまざまな例を考えながら，根か
ら取り入れた水の通り道を調べる方法を考えようとしてい
る。

これまでの学習を振り返るなどして，根や茎，葉など植物の体の
中のつくりに着目して，水の通り道について考えるよう助言す
る。

2 植物と水
根が取り入れた水は，どこを通って，植物の体
に行き渡るのだろうか。
実験1　植物に取り入れられる水

知 知④／植物には，根から取り入れた水の通り道があるこ
とを調べ，結果を適切に記録しているかを確認する。
（行動観察・記録分析)

植物の水の通り道を染め，根や茎，葉それぞれの水の通り道
のようすを観察し，特徴をとらえながら結果を適切に記録し
ている。

セロリなど短時間で水を吸い上げるようすのわかる植物の断面を
観察させ，水の通り道をとらえさせる。

葉まで運ばれた水は，その後，どうなるのだろ
うか。
実験2　植物の体にある水のゆくえ

思 ○ 思①／葉まで運ばれた水がその後どうなるかについて予
想や仮説を発想し，表現しているかを評価する。（発
言・記述分析)

葉まで運ばれた水がその後どうなるかについて，生活場面や
既習内容など，幅広い根拠から予想や仮説を発想し，表現し
ている。

前時の観察を振り返ったり，植物の水の通り道について図で説明
したりしながら，葉まで運ばれた水がどうなるかについて予想で
きるようにする。

知 ○ 知②／根や茎，葉には水の通り道があり，根から吸い上
げられた水はおもに葉から蒸散により排出されることを
理解しているかを評価する。（記述分析・ペーパーテス
ト)

蒸散を理解し，また，植物が生きていくためには，水を取り
入れる必要があることを理解している。

葉の表面の気孔を観察させ，その閉じ開きなどに着目させなが
ら，この穴から蒸散が行われていることを実感できるようにす
る。

4 植物と空気
植物は，どんな気体のやり取りを行っているの
だろうか。
実験3　植物での気体の出入り

知 知④／気体検知管などを正しく使って，植物と空気の関
係を調べているかを確認する。（行動観察)

気体検知管などを正しく使って，植物と空気の関係を「2.ヒ
トや動物の体」の学習と比較しながら詳しく調べている。

日光を当てる前後の酸素と二酸化炭素の濃度変化を調べられるよ
うに，気体検知管などの操作方法や目盛りの読み方をもう一度確
かめる。

態 ○ 態①／植物が行う気体のやり取りに進んでかかわり，粘
り強く，他者とかかわりながら問題解決しようとしてい
るかを評価する。（行動観察・発言・記述分析）

植物が行う気体のやり取りに進んでかかわり，粘り強く，他
者とかかわりながら，自分の考えを調整して，植物での気体
の出入りを調べようとしている。

「袋に息を入れるのは，二酸化炭素の割合を多くしておくため」
「よく日光に当てるのは，植物が成長する条件」といった操作の
意味を1人ひとりが把握し，実験の結果からどんなことがいえる
か，主体的に考えることができるようにする。

植物と養分
植物の葉に日光が当たると，でんぷんができる
のだろうか。
実験4　日光と葉のでんぷん

知 ○ 知④／日光と葉のでんぷんについて，実験の目的に応じ
て材料を用意し，正しく扱いながら調べているかを評価
する。（行動観察)

実験の目的に応じて，日光を当てた葉と当てなかった葉など
を用意し，比較しながら詳しく調べている。

結果がうまく出ないときは，ヨウ素液が古くなっていないか，薄
めたヨウ素液の濃さは適切か，葉を十分にたたき出しているかな
どを確認する。

思 ○ 思②／日光と葉のでんぷんについて，実験の結果から考
察する中でより妥当な考えをつくりだし，表現している
かを評価する。（発言・記述分析)

葉に日光が当たると，でんぷんができることから考察し，植
物は自分で養分をつくっていることなど，植物のはたらきに
ついてより妥当な考えをつくり出し，表現している。

日光を当てた葉にはでんぷんがあり，当てなかった葉にはでんぷ
んがないのはなぜか，「日光」に着目しながら予想と比べて考え
るよう助言する。

知 ○ 知①／植物の葉に日光が当たると，でんぷんができるこ
とを理解しているかを評価する。（記述分析・ペーパー
テスト)

これまでの学習を通して，植物の葉に日光が当たるとでんぷ
んができることや，二酸化炭素を取り入れて酸素を出すこと
を結びつけながら，植物と養分の関係について理解してい
る。

日光を当てたことによってヨウ素液に反応した葉や，ヨウ素液に
反応したジャガイモを観察し，日光と養分について考えられるよ
う支援する。

まとめ～
つなげよう

7
・
予
備

まとめノート／たしかめよう／活用しよう
つなげよう(7色のバラ)

態 ○ 態②／植物の体のつくりとはたらきについて学んだこと
を学習や生活に生かそうとしているかを評価する。（行
動観察・発言・記述分析)

植物の体のつくりとはたらきについて学んだことを，動物に
ついての学習と結びつけたり，生活に生かす例を調べようと
したりしている。

教科書の資料などをもとに，具体的な例を紹介する。

【単元の評価規準】
知①／植物の葉に日光が当たるとでんぷんができることを理解して
いる。
知②／根，茎及び葉には，水の通り道があり，根から吸い上げられ
た水はおもに葉から蒸散により排出されることを理解している。
知③／植物は，水及び空気を通して周囲の環境とかかわって生きて
いることを理解している。
知④／植物の体のつくりとはたらきについて，実験などの目的に応
じて，器具や機器などを選択し，正しく扱いながら調べ，それらの
過程や得られた結果を適切に記録している。

第１次

3

第３次 5
・
6

【単元の目標】
植物の体のつくりと体内の水などのゆくえや葉で養分をつくる
はたらき，植物と空気の関係に着目して，生命を維持するはた
らきを多面的に調べる活動を通して，植物の体のつくりとはた
らきについての理解をはかり，実験などに関する技能を身につ
けるとともに，おもにより妥当な考えをつくりだす力や生命を
尊重する態度，主体的に問題解決しようとする態度を育成す
る。

第２次



　（理科　６年　更新版）

４．生物どうしのつながり 6月第4週～，配当6時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(3)生物と環境　ア(ｱ)(ｲ)，イ

思①／生物と環境について，問題を見いだし，予想や仮説を
もとに，解決の方法を発想し，表現するなどして問題解決し
ている。
思②／生物と環境について，観察，資料調べなどを行い，生
物と環境とのかかわりについて，より妥当な考えをつくりだ
し，表現するなどして問題解決している。

態①／生物と環境についての事物・現象に進んでかかわり，粘り
強く，他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／生物と環境について学んだことを学習や生活に生かそうと
している。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 生物どうしのつながり
生物が，食べ物や空気，水を通して，どのよう
にかかわり合っているのか，調べてみよう。

思 思①／生物が，食べ物や空気，水を通して，どのように
かかわり合っているのかについて，既習の内容や生活経
験をもとに，根拠のある予想や仮説を発想し，表現して
いるかを確認する。（発言・記述分析）

生物が，食べ物や空気，水を通して，どのようにかかわり
合っているのかについて，具体的な予想や仮説を発想し，筋
道を立てて表現している。

身近な生物の食べ物に着目して，それぞれの生物のつながりにつ
いて考えられるように助言する。

2 食べ物を通した生物のつながり
わたしたちの食べ物のもとは，何だろうか。
資料調べ1　食べ物のもとをたどる

知 ○ 知②／ヒトは，植物や動物を食べ，動物の食べ物をた
どっていくと植物に行きつくことを理解しているかを評
価する。（記述分析・ペーパーテスト)

食べ物のもとが植物であり，植物は自分で養分をつくること
ができるが，動物はほかの動物や植物を食べることで養分を
取り入れていることを理解している。

給食の材料を話し合わせ，食べ物のもとを図に表して，その関係
について考えられるように助言する。

態 ○ 態①／食べ物を通した生物のつながりに進んでかかわ
り，粘り強く，他者とかかわりながら問題解決しようと
しているかを評価する。（行動観察・発言・記述分析)

食べ物を通した生物のつながりに進んでかかわり，粘り強
く，他者とかかわりながら，いろいろな資料を活用して意欲
的に調べようとしている。

食べ物のもとを1つずつたどっていき，多種多様な食べ物がどれ
も食物連鎖でつながっていることを，学級全体で調べられるよう
にする。

自然の池や川などでも，食物連鎖が見られるの
だろうか。
観察1　池や川の水中の小さな生物

思 ○ 思①／自然の中の生物も，食物連鎖でつながっているこ
とについて，予想や仮説を発想し，表現しているかを評
価する。（発言・記述分析)

これまでの学習と関連づけて，生物が，植物を始まりとした
食物連鎖で，網の目のようにつながっているという仮説を立
て，表現している。

これまで観察した身近な生物の食べ物をたどり，食べ物を通した
つながりについて考えられるように助言する。

知 ○ 知④／顕微鏡を正しく使って，水中の小さな生物を観察
し，結果を適切に記録しているかを評価する。（行動観
察・記録分析)

顕微鏡を正しく有効に使って，水中の小さな生物を詳しく観
察し，結果を適切に記録している。

顕微鏡の操作方法を再度確かめる。実際に見える映像を提示する
などして，観察対象を探させる。

知 知②／メダカなどの魚は，水中の小さな生物を食べ物に
して生きていることを理解しているかを確認する。（記
述分析・ペーパーテスト)

池や川のメダカなどの魚は，水中の小さな生物を食べ物にし
て生きていて，食物連鎖でつながり合っていることを理解し
ている。

育てているメダカに小さな生物を与え，食べるようすを観察させ
ながら，理解させる。

空気や水を通した生物のつながり
生物は，空気や水を通して，どのようにかかわ
り合っているのだろうか。
活動　空気や水を通した生物のつながり

思 ○ 思②／動物と植物が空気を通してかかわり合っているこ
とについて，調べたことから考察する中でより妥当な考
えをつくり出し，表現しているかを評価する。（発言・
記述分析)

植物に日光が当たると二酸化炭素を取り入れて酸素を出し，
動物は呼吸して酸素を取り入れていることや，生物と水につ
いて考察する中でより妥当な考えをつくり出し，表現してい
る。

植物と空気や，ヒトや動物の呼吸のはたらきの学習結果から，図
に当てはめて考えるよう助言する。また，水の出入りについて
も，具体的に考えさせる。

知 ○ 知①／生物は，空気や水を通してかかわり合って生きて
いることを理解しているかを評価する。（記述分析・
ペーパーテスト)

これまでの学習を総合的に関係づけて，生物の空気や水を通
したかかわり合いについて理解している。

動植物の空気や水を通したかかわりをとらえられるよう，これま
での学習を想起させる。

まとめ～
つなげよう
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まとめノート／たしかめよう／活用しよう
つなげよう(海につながる森)

態 ○ 態②／生物どうしのつながりについて学んだことを学習
や生活に生かそうとしているかを評価する。（行動観
察・発言・記述分析)

生物どうしがかかわり合ったり，周囲の環境の影響を受けた
りして生きていることに，生命のたくみさを感じ，自然界の
つながりを大切にしようとしている。

教科書の資料などをもとに，具体的な例を紹介する。

【単元の目標】
生物と水，空気および食べ物とのかかわりに着目して，それら
を多面的に調べる活動を通して，生物と持続可能な環境とのか
かわりについて理解をはかり，観察，資料調べなどに関する技
能を身につけるとともに，おもにより妥当な考えをつくりだす
力や生命を尊重する態度，主体的に問題解決しようとする態度
を育成する。

第２次 5

第１次
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※各観点の評価は，「４．生物どうしのつながり」「10．自然とともに生
きる」を通して計画している。

【単元の評価規準】※
知①／生物は，水および空気を通して周囲の環境とかかわって生き
ていることを理解している。
知②／生物の間には，食う食われるという関係があることを理解し
ている。
知③／ヒトは，環境とかかわり，工夫して生活していることを理解
している。
知④／生物と環境について，観察，資料調べなどの目的に応じて，
器具や機器などを選択し，正しく扱いながら調べ，それらの過程や
得られた結果を適切に記録している。



　（理科　６年　更新版）

５．水よう液の性質 9月第3週～，配当13時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】A(2)水溶液の性質　ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)，イ

思①／水溶液の性質やはたらきについて，問題を見いだし，
予想や仮説をもとに，解決の方法を発想し，表現するなどし
て問題解決している。
思②／水溶液の性質やはたらきについて，実験などを行い，
溶けているものによる性質やはたらきの違いについて，より
妥当な考えをつくりだし，表現するなどして問題解決してい
る。

態①／水溶液の性質やはたらきについての事物・現象に進んでか
かわり，粘り強く，他者とかかわりながら問題解決しようとして
いる。
態②／水溶液の性質やはたらきについて学んだことを学習や生活
に生かそうとしている。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 水よう液の性質
水溶液には，それぞれどんな性質があるのだろ
うか。

思 思①／水溶液には，それぞれどんな性質があるかについ
て，既習の内容や生活経験をもとに，根拠のある予想や
仮説を発想し，表現しているかを確認する。（発言・記
述分析）

水溶液には，それぞれどんな性質があるかについて，具体的
な予想や仮説を発想し，筋道を立てて表現している。

5年の学習を振り返ったり，身の回りの水溶液を持ち寄ったりし
て，身の回りにあるいろいろな水溶液に着目して，水溶液の性質
に目を向けられるようにする。

思 思①／5種類の水溶液の区別のしかたについて予想や仮説
をもち，自分の考えを表現しているかを確認する。（発
言・記述分析)

5種類の水溶液の区別のしかたについて，既習事項や経験を
生かした予想や仮説をもち，自分の考えを表現している。

教科書の5種類の水溶液をじっくり観察させたり，実際に何かわ
からない水溶液があったときに，どんなことをするかをイメージ
させたりして，考えを引き出す。

知 ○ 知④／水溶液や器具を目的に応じて用意し，安全に正し
く使って，いろいろな水溶液の違いを調べているかを評
価する。（行動観察)

いろいろな水溶液やピペット，ガスコンロなどを目的に応じ
て用意し，安全に正しく使って，水溶液の違いを手際よく調
べている。

「みんなで使う理科室」を振り返り，においのかぎ方の練習をさ
せたり，水を使ってピペットの使い方の練習をさせたりする。

4 どうすれば，炭酸水に二酸化炭素が溶けている
ことがわかるのだろうか。
実験2 炭酸水にとけているもの

知 ○ 知②／水溶液には，気体が溶けているものがあることを
理解しているかを評価する。（記述分析・ペーパーテス
ト)

水溶液には，気体が溶けているものがあることを理解し，固
体が溶けているものとの違いなどを理解している。

炭酸水から二酸化炭素が出ていき，逆に二酸化炭素をふきこんで
水に溶かすことができることから，気体も水に溶けることを確認
する。

知 知④／リトマス紙などを正しく使って水溶液の性質を調
べ，結果を適切に記録しているかを確認する。（行動観
察・記録分析)

リトマス紙などを正しく使って水溶液の性質を調べ，比較し
やすいように適切に記録しながら，3つの性質に仲間分けし
ている。

教科書の「リトマス紙の使い方」に沿って，練習してから実験を
行う。実験結果を比較しやすいように，一覧表に書きこめるよう
なワークシートの工夫をする。

知 ○ 知①／水溶液は，酸性・中性・アルカリ性の3つの仲間に
分けられることを理解しているかを評価する。（記述分
析・ペーパーテスト)

水溶液は，酸性・中性・アルカリ性の3つの仲間に分けられ
ることを理解し，リトマス紙などの色の変化と水溶液の性質
との関係を理解している。

酸性・中性・アルカリ性とリトマス紙の色の変化の関係を，順に
理解させてから，おもな水溶液について1つ1つ分類していくこと
ができるように支援する。

7
・
8

水よう液と金属
塩酸を含む水溶液は，なぜ金属製品には，使え
ないのだろうか。
実験4 金属にうすい塩酸を加えたときの変化

知 知④／水溶液や器具を安全に正しく使って，金属が変化
するようすを調べているかを確認する。（行動観察・記
録分析)

薄い塩酸やピペットなどを安全に正しく使って，金属が薄い
塩酸によって小さくなって泡が出たり，あたたかくなったり
するようすなどを詳しく調べている。

金属の大きさの変化や金属から出てくるもの，水溶液のようすな
ど，観察の視点を助言する。

思 ○ 思①／金属に薄い塩酸を加えたときのようすから，金属
に起こった変化について予想や仮説をもち，解決の方法
を発想しているかを評価する。（発言・記述分析)

金属に薄い塩酸を加えたときのようすから，金属に起こった
変化について予想や仮説をもち，どんな実験をすれば解決で
きるかを具体的に表現している。

予想の根拠になるので，前時の実験結果を丁寧に振り返る。計画
では，「どうすれば予想を確かめられるか」を考えるように支援
する。

知 知④／見えなくなった金属がどうなったのかを調べ，結
果を適切に記録しているかを確認する。（記録分析)

ガスコンロや溶液を安全に正しく使って実験を行い，水を蒸
発させて出てきた固体に着目し，特徴を適切に記録してい
る。

実験1で，水溶液から水を蒸発させて溶けているものを調べた経
験から，実験の操作や結果の記録のしかたを，もう一度確認す
る。換気には十分注意する。

思 ○ 思②／蒸発皿に残ったものの性質を調べた結果から考察
する中でより妥当な考えをつくり出し，表現しているか
を評価する。（発言・記述分析)

蒸発皿に残ったものの性質を調べた結果と既習事項を関係づ
けて，薄い塩酸によって金属が別のものに変化したと結論づ
け，表現している。

考察させる前に，再度めあてを明確にし，何に対しての結論を導
くのかを強調する。表現させる際は，結論を先に述べさせ，その
後で理由を示せるように支援する。

知 ○ 知③／水溶液には，金属を変化させるものがあることを
理解しているかを評価する。（記述分析・ペーパーテス
ト)

水溶液には，金属を変化させるものがあり，食塩などが溶け
るときとは違うことや，水溶液と金属の組み合わせで反応が
違うことを理解している。

5年で学習した食塩などが溶けるときとの違いをあらためて確認
し，水溶液が金属を変化させたことを理解させる。

態 ○ 態①／水溶液と金属に進んでかかわり，粘り強く，他者
とかかわりながら問題解決しようとしているかを評価す
る。（行動観察・発言・記述分析)

水溶液と金属に進んでかかわり，粘り強く，他者とかかわり
ながら，自分の考えを調整して，出てきた固体の性質を調べ
ようとしている。

第3次全体を通して，見いだした問題に対して，予想や仮説，解
決の方法の発想と，実験・考察を繰り返し，自分の考えを調整し
ていくことができるように支援する。

まとめ～
つなげよう

13
・
予
備

まとめノート／たしかめよう／活用しよう
つなげよう(性質が変化しにくい金属，土の酸
性を弱める)

態 ○ 態②／水溶液の性質やはたらきについて学んだことを学
習や生活に生かそうとしているかを評価する。（行動観
察・発言・記述分析)

水溶液の性質やはたらきを適用し，自ら例を探すなどして，
身の回りの事物や現象をとらえ直そうとしている。

教科書の資料などをもとに，具体的な例を紹介する。

塩酸に金属が溶けた液体から出てきた固体は，
もとの金属と同じものなのだろうか。
実験6 出てきた固体の性質

いろいろな水よう液
5種類の水溶液は，どうすれば区別することが
できるのだろうか。
実験1 水よう液のちがい

水よう液の仲間分け
リトマス紙を使うと，水溶液をどのように仲間
分けすることができるのだろうか。
実験3 水よう液の仲間分け

塩酸に溶けて見えなくなった金属は，どうなっ
たのだろうか。
実験5 見えなくなった金属のゆくえ

第１次

第２次

第３次

2
・
3

5
・
6

9
・
10

11
・
12

【単元の目標】
水に溶けているものに着目して，それらによる水溶液の性質や
はたらきの違いを多面的に調べる活動を通して，水溶液の性質
やはたらきについての理解をはかり，実験などに関する技能を
身につけるとともに，おもにより妥当な考えをつくりだす力や
主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／水溶液には，酸性，アルカリ性及び中性のものがあることを
理解している。
知②／水溶液には，気体が溶けているものがあることを理解してい
る。
知③／水溶液には，金属を変化させるものがあることを理解してい
る。
知④／水溶液の性質やはたらきについて，実験などの目的に応じ
て，器具や機器などを選択し，正しく扱いながら調べ，それらの過
程や得られた結果を適切に記録している。



　（理科　６年　更新版）

６．月と太陽 10月第3週～，配当5時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(5)月と太陽　ア(ｱ)，イ

思①／月の形の見え方について，問題を見いだし，予想や仮
説をもとに，解決の方法を発想し，表現するなどして問題解
決している。
思②／月の形の見え方について，実験などを行い，月の位置
や形と太陽の位置との関係について，より妥当な考えをつく
りだし，表現するなどして問題解決している。

態①／月の形の見え方についての事物・現象に進んでかかわり，
粘り強く，他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／月の形の見え方について学んだことを学習や生活に生かそ
うとしている。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 月と太陽
月の形の見え方と太陽には，どんな関係がある
のだろうか。

思 思①／月の形の見え方と太陽の光との関係について問題
を見いだし，表現しているかを確認する。（発言・記述
分析）

昼間に見える月の形や，光を当てたボールの見え方をもと
に，月の形の見え方と太陽の光との関係について具体的な問
題を見いだし，自分の考えを表現している。

月の形の見え方が変化することに着目できるように，4年で月を
観察した経験や，ふだん，月を見て気づいたことを丁寧に聞きだ
す。

第１次 2
・
3
・
4

月の形の変化と太陽
日によって，月の形が変わって見えるのは，月
と太陽の位置と関係があるのだろうか。
実験1　月の位置と月の形の変化

思 ○ 思①／月の形や月と太陽の位置関係について，問題を見
いだし，予想や仮説をもとに解決の方法を発想し，表現
しているかを評価する。（発言・記述分析)

月の形や月と太陽の位置関係について，問題を見いだし，予
想や仮説をもとに具体的なモデル実験としての解決の方法を
発想し，思考を整理しながら実験を計画している。

月の形や位置が日ごとに変化していることがとらえられるよう
に，観察結果を提示するなどして考えやすい工夫をする。

知 ○ 知②／月の形の見え方を調べるモデルの意味を理解し
て，ボールなどを目的に応じて用意し，正しく扱いなが
ら調べ，適切に記録しているかを評価する。（行動観
察・記録分析）

ボールの位置による見える形の変化を予想しながら，ボール
を適切な位置に移動させて調べ，適切に記録している。

丸い形の月が，太陽からの光に照らされて三日月や半月，満月な
どの形に見えることを説明し，月の形の見え方が変化する理由に
ついて，自分なりの予想や仮説をもって実験できるようにする。

思 ○ 思②／モデル実験や観察をもとに，月の形の見え方が変
化する理由について，より妥当な考えをつくりだし，表
現しているかを評価する。（発言・記述分析）

モデル実験や観察の結果から，月の位置によって，太陽に照
らされた部分の見え方が変わっていくことを予想しながら，
いろいろな形の月に当てはめて説明している。

月の位置が変わると，月の形の見え方が変わることと，そのしく
みについて，教科書巻末付録の「月の満ち欠けモデル」を使った
活動を通して，見いださせる。

知 ○ 知①／月の形の見え方は，地球から見た太陽と月の位置
関係によって変わることを理解しているかを評価する。
（記述分析・ペーパーテスト）

月の形の見え方は，地球から見た太陽と月の位置関係によっ
て変わることを理解し，月は，太陽との位置関係を毎日少し
ずつ変え，約１か月で変化を繰り返すことをとらえている。

例えば，いつも月の右側に太陽があれば，月はいつも右側が光っ
て見えるはずだが，実際には，約１か月で見え方が変化していく
ことなどを取り上げて，月と太陽の位置関係が変わっていること
を説明する。

態 態①／月の形の見え方に進んでかかわり，粘り強く，他
者とかかわりながら問題解決しようとしているかを確認
する。（行動観察・発言・記述分析)

月の形の見え方に進んでかかわり，粘り強く，他者とかかわ
りながら，いろいろな位置での見え方を意欲的に調べようと
している。

ボールをどの位置に置いても，常に光が当たった側が明るく見え
ることを，実際の活動を通して進んで調べられるようにする。

まとめ～
つなげよう

5
・
予
備

まとめノート／たしかめよう／活用しよう
つなげよう（月を照らす地球，月から火星へ）

態 ○ 態②／月の形の見え方の変化や月の表面のようすなどの
学んだことを学習や生活に生かそうとしているかを評価
する。（行動観察・発言・記述分析）

月の形の見え方の変化や月の表面のようすなどの学んだこと
から，天体の不思議さや規則性に興味をもち，調べる内容を
広げ，深めようとしている。

教科書p.120の「活用しよう」に取り組ませたり，p.121の「つな
げよう」を紹介したりして，天体のしくみを知ることでわかる科
学の楽しさを実感させたり，天体への興味・関心を喚起したりす
る。

【単元の目標】
月と太陽の位置に着目して，これらの位置関係を多面的に調べ
る活動を通して，月の形の見え方と月と太陽の位置関係につい
ての理解をはかり，実験などに関する技能を身につけるととも
に，おもにより妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決
しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／月の輝いている側に太陽があること，また，月の形の見え方
は，太陽と月との位置関係によって変わることを理解している。
知②／月の形の見え方について，実験などの目的に応じて，器具や
機器などを選択し，正しく扱いながら調べ，それらの過程や得られ
た結果を適切に記録している。



　（理科　６年　更新版）

７．大地のつくりと変化 11月第1週～，配当15時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(4)土地のつくりと変化　ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)，イ

思①／土地のつくりと変化について，問題を見いだし，予想
や仮説をもとに，解決の方法を発想し，表現するなどして問
題解決している。
思②／土地のつくりと変化について，観察，実験，資料調べ
などを行い，土地のつくりやでき方について，より妥当な考
えをつくりだし，表現するなどして問題解決している。

態①／土地のつくりと変化についての事物・現象に進んでかかわ
り，粘り強く，他者とかかわりながら問題解決しようとしてい
る。
態②／土地のつくりと変化について学んだことを学習や生活に生
かそうとしている。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 大地のつくりと変化
地面の下の大地のつくりや変化について，調べ
てみよう。

思 思①／地面の下の大地のつくりや変化について，既習の
内容や生活経験をもとに，根拠のある予想や仮説を発想
し，表現しているかを確認する。（発言・記述分析）

地面の下の大地のつくりや変化について，具体的な予想や仮
説を発想し，筋道を立てて表現している。

地層が見られる場所について，身近な地域の写真や，岩石の標本
などを示し，大地のつくりやでき方に着目させる。

第１次 思 思①／地層のようすや構成物について，予想や仮説をも
とに解決の方法を発想し，表現しているかを確認する。
（発言・記述分析）

構成物の違いから地層がしま模様に見えると予想し，地層の
ようすを調べる適切な方法について，自分の考えを表現して
いる。

化石の標本などを示し，大地の歴史について調べていくことを伝
え，地層の構成物や，その調べ方への意識を高める。

知 ○ 知④／地層のようすを調べる器具などを目的に応じて用
意し，正しく扱いながら観察し，適切に記録しているか
を評価する。（行動観察・記録分析）

地層のようすを空間的にとらえ，調べる器具などを正しく扱
いながら観察し，適切なスケッチなどとともに記録してい
る。

ボーリング試料などのサンプルを使って構成物の違いが層になっ
て見えることをとらえさせてから観察を行う。

知 知①／地層の構成物と，地層に重なりや広がりがあるこ
とを理解しているかを確認する。（記述分析・ペーパー
テスト）

地層の構成物と，地層に重なりや広がりがあることを，いく
つかの地点の層を結びつけて考えることでも理解している。

教科書p.127の右下の地層の広がりの写真などを使って，地層が
横にも奥にも広がっていることを実感させる。

態 ○ 態①／大地のつくりに進んでかかわり，粘り強く，他者
とかかわりながら問題解決しようとしているかを評価す
る。（行動観察・発言・記述分析)

大地のつくりに進んでかかわり，他者とかかわりながら，地
層のつながりや広がり，層の厚さや色，構成物のようすなど
に注目して，地層のようすを意欲的に調べようとしている。

身近な地域の地層や化石などを紹介して，大地のつくりやでき方
についての関心を高める。

第２次 地層のでき方
水のはたらきによる地層は，どのようにして，
できるのだろうか。
実験1　水のはたらきによる地層のでき方

思 ○ 思①／地層のでき方について問題を見いだし，解決の方
法を発想し，表現しているかを評価する。（発言・記述
分析）

地層のでき方について，既習内容をもとに問題を見いだし，
水のはたらきとの関連で，繰り返し堆積することで積み重な
ることを予想して，堆積の場を調べる実験を計画し，表現し
ている。

「侵食・運搬・堆積」という言葉が定着していないことも考えら
れるため，この言葉を使わずに，流れる水が地面を削って土を運
び，流れが遅い所では，土が積もっていたことを思い出させる。

知 知④／堆積のモデルを運搬・堆積の場としてとらえ，地
層のでき方を調べているかを確認する。（行動観察・記
録分析）

堆積のモデルを運搬・堆積の場としてとらえ，ペットボトル
での方法の経験を生かし，地層のでき方を粒の大きさの違い
の視点で調べている。

堆積のモデルの「とい」には「川」というラベルをはり，「水
槽」には「海」というラベルをはり，実際の川と海をイメージし
やすくする。

思 ○ 思②／地層が固まってできた岩石や化石を調べ，長い時
間の経過と合わせて考察しているかを評価する。（発
言・記述分析）

地層が固まってできた岩石や化石を調べ，長い時間の経過と
合わせて考察し，岩石や化石が当時のようすを知る手がかり
になることも見いだしている。

地層が固まってできた岩石を，実際に手で触れさせながら，その
ようすや特徴について尋ね，そのことを記録するように促す。

9
・
10

火山灰には，どんな特徴があるのだろうか。
観察2　火山灰のつぶのようす

知 知④／双眼実体顕微鏡などの器具を正しく操作しなが
ら，火山灰を観察し，その特徴を適切に記録しているか
を確認する。（行動観察・記録分析）

双眼実体顕微鏡などの器具を正しく操作しながら，火山灰を
観察し，海岸の砂粒とも比較しながら，水のはたらきによる
地層の構成物との違いを適切に記録している。

教科書p.135の噴火による降灰や，火山灰でできた地層の写真
を，観察の前に示し，火山灰で地層ができることをイメージさせ
てから，観察に取り組ませる。

知 ○ 知①②／地層は，れき・砂・泥や火山灰などからできて
おり，層となって広がっていることを理解し，長い年月
をかけて変化していることをとらえているかを評価す
る。（記述分析・ペーパーテスト）

地層は，れき・砂・泥や火山灰などからできており，層と
なって広がっていることを理解し，長い年月をかけて岩石に
変わったり，水のはたらきで侵食されたり，堆積したりして
いることをとらえている。

これまでの学習を振り返り，地層のでき方，構成物，広がりにつ
いて再確認する。また，流水による地面の侵食・運搬・堆積を１
段階ずつ確認し，これが長い時間をかけて繰り返されることで，
層になることに気づかせる。

第３次 火山や地震と大地の変化
火山活動や地震によって，大地にどんな変化が
起こるのだろうか。
資料調べ1　火山活動や地震による大地の変化

知 知④／資料などを目的に応じて選択し，火山活動や地震
による大地の変化について，多面的に調べているかを確
認する。（行動観察・記録分析）

資料などを目的に応じて選択し，火山活動や地震による大地
の変化について，多面的に調べ，集めた資料や情報を適切に
整理している。

過去の新聞記事やニュース映像などを活用し，集める資料の視点
を与える。ただし，資料の収集や扱いは，PTSD に配慮し，設定
した範囲で行うようにする。

知 ○ 知③／大地は，火山の噴火や地震によって変化すること
を理解しているかを評価する。（記述分析・ペーパーテ
スト）

大地は，火山の噴火や地震によって変化し，その変化によっ
て起こる災害についても理解している。

教科書p.138の上とp.139の上のQR コードを読み取り，視聴させ
て，資料の１つとして活用させる。

第４次 14 火山や地震とわたしたちのくらし
火山活動や地震は，わたしたちのくらしとどん
な関係があるのだろうか。

思 思②／火山活動や地震に対する具体的な備えを知り，自
然からの恩恵についても理解し，自然との向き合い方に
ついて，自分なりの考えをもっているかを確認する。
（発言・記述分析）

火山活動や地震に対する具体的な備えを知り，自然からの恩
恵についても理解し，自然との向き合い方について，地域の
特徴をもとに，自分なりの考えをもっている。

防災マップづくりを行い, 自分たちの地域ではどんな取り組みが
必要かについて考えさせる。

まとめ～
つなげよう

15
・
予
備

まとめノート／たしかめよう／活用しよう
つなげよう（海の底でできたヒマラヤ山脈の地
層）

態 ○ 態②／大地のつくりと変化について学んだことを学習や
生活に生かそうとしているかを評価する。（行動観察・
発言・記述分析）

大地のつくりと変化について学んだことを学習や生活に生か
し，そこにくらすわたしたちとの関係について，具体例をあ
げながら，見直そうとしている。

5年で学んだ「6.流れる水のはたらき」を，大地の変化や成り立
ちという見方で整理するなど，これまで学んだ内容の関連づけを
させる。

大地のつくり
地層は，どんなものからできているのだろう
か。
観察1　地層のようす

6
・
7
・
8

11
・
12
・
13

【単元の目標】
土地やその中に含まれているものに着目して，土地のつくりや
でき方を多面的に調べる活動を通して，土地のつくりや変化に
ついての理解をはかり，観察，実験，資料調べなどに関する技
能を身につけるとともに，おもにより妥当な考えをつくりだす
力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／土地は，礫，砂，泥，火山灰などからできており，層をつ
くって広がっているものがあること，また，層には化石が含まれて
いるものがあることを理解している。
知②／地層は，流れる水のはたらきや火山の噴火によってできるこ
とを理解している。
知③／土地は，火山の噴火や地震によって変化することを理解して
いる。
知④／土地のつくりと変化について，観察，実験，資料調べなどの
目的に応じて，器具や機器などを選択し，正しく扱いながら調べ，
それらの過程や得られた結果を適切に記録している。

2
・
3
・
4
・
5



　（理科　６年　更新版）

８．てこのはたらき 1月第2週～，配当9時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】A(3)てこの規則性　ア(ｱ)(ｲ)，イ

思①／てこの規則性について，問題を見いだし，予想や仮説
をもとに，解決の方法を発想し，表現するなどして問題解決
している。
思②／てこの規則性について，実験などを行い，力を加える
位置や力の大きさとてこのはたらきとの関係について，より
妥当な考えをつくりだし，表現するなどして問題解決してい
る。

態①／てこの規則性についての事物・現象に進んでかかわり，粘
り強く，他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／てこの規則性について学んだことを学習や生活に生かそう
としている。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 てこのはたらき
バールのように小さな力でも楽に作業ができる
道具は，どんなしくみになっているのだろう
か。

思 思①／てこのはたらきについて，既習の内容や生活経験
をもとに，根拠のある予想や仮説を発想し，表現してい
るかを確認する。（発言・記述分析）

てこのはたらきについて，具体的な予想や仮説を発想し，筋
道を立てて表現している。

図工などでのバールを使った経験を想起させたり，実際にバール
を使って，持つ位置を変えさせたりして，てこのしくみやはたら
きに着目させる。

第１次 2
・
3
・
4

棒を使った「てこ」
てこをどのように使えば，重いものを小さな力
で持ち上げることができるのだろうか。
実験1　てこの手ごたえ

思 ○ 思①／てこを使って重いものを小さな力で持ち上げる方
法について，予想や仮説をもとに解決の方法を発想し，
表現しているかを評価する。（発言・記述分析）

てこを使って重いものを小さな力で持ち上げる方法につい
て，予想や仮説をもとに解決の方法を発想し，条件に着目し
ながら実験を計画し，表現している。

棒を使ったてことバールなどの道具の支点・力点・作用点の対応
関係の認識を補助するために，それぞれの点に印をつけるなどし
て確認できるようにしておく。

知 ○ 知③／力点・作用点の位置を変え，てこを使うときの手
ごたえを調べ，結果を適切に記録しているかを評価す
る。（行動観察・記録分析）

変える条件と同じにする条件を明確に区別しながら，力点・
作用点の位置を変え，てこを使うときの手ごたえを調べ，結
果を適切に記録している。

教科書p.156の結果例を参考に，変える条件と同じにする条件，
実験結果（手ごたえ）を対比して整理させる。

思 思②／てこの手ごたえと支点・力点・作用点の位置関係
について考察する中で，より妥当な考えをつくりだし，
表現しているかを確認する。（発言・記述分析）

てこの手ごたえと支点・力点・作用点の位置関係について考
察する中で，より妥当な考えをつくりだし，支点・力点・作
用点の言葉を的確に使いながら表現している。

支点から力点・作用点までの距離に着目しながらもう一度実験さ
せたり，結果の表を振り返りながら考察させたりする。

第２次 5
・
6

知 知③／実験用てこを使って，左右のおもりの重さや位置
を変えながら，てこの規則性を計画的に調べているかを
確認する。（行動観察・記録分析）

実験用てこを使って，左右のおもりの重さや位置を変えなが
ら，実験1での経験を生かして，てこがつり合うときの規則
性を予想し，調べている。

表の枠をかいたワークシートを示し，左のうでの距離やおもりの
重さは固定し，右のうでの距離やおもりの重さを順序よく変えて
実験するように支援する。

思 ○ 思②／実験結果をもとに，てこの規則性について，より
妥当な考えをつくりだし，表現しているかを評価する。
（発言・記述分析）

実験結果をもとに，てこの規則性について，より妥当な考え
をつくりだし，算数で学習した反比例を用いながら，自分の
考えを表現している。

実験結果の表にマークなどを入れて，着目させたい結果だけを強
調し，まずは支点からの距離が2倍になると，おもりの重さが半
分になるということに着目させる。その後，「算数のまど」で反
比例について復習させる。

知 ○ 知①／てこがつり合うときの規則性や，支点から等距離
でつり合うときはおもりの重さも等しいことを理解して
いるかを評価する。（記述分析・ペーパーテスト）

てこがつり合うときの規則性や，支点から等距離でつり合う
ときはおもりの重さも等しいことを理解し，実験結果をもと
に，その関係を説明できる。

（おもりの重さ）×（支点からの距離）をよく確認して計算し，
つり合うことを確かめさせる。

態 ○ 態①／てこのうでを傾けるはたらきに進んでかかわり，
粘り強く，他者とかかわりながら問題解決しようとして
いるかを評価する。（行動観察・発言・記述分析)

てこのうでを傾けるはたらきに進んでかかわり，粘り強く，
他者とかかわりながら，自分の考えを調整して，てこがつり
合うときの規則性を調べようとしている。

いろいろな位置におもりをつるしても，常に（おもりの重さ）×
（支点からの距離）が支点の左右で等しいときにつり合うこと
を，実際の活動を通して進んで調べられるようにする。

第３次 7
・
8

てこを利用した道具
てこを利用した道具は，どんなしくみになって
いるのだろうか。
実験3　てこを利用した道具のしくみ

知 知③／てこを利用した道具を目的に応じて用意し，安全
に正しく使いながら，支点・力点・作用点について調べ
ているかを確認する。（行動観察・記録分析）

てこを利用した道具を目的に応じて用意し，安全に正しく使
いながら，道具のはたらきと関連づけて，支点・力点・作用
点について調べている。

調べる道具の１つを使って，支点・力点・作用点の位置や，道具
のしくみやはたらきなどを説明し，調べ方の見通しをもたせる。

知 ○ 知②／身の回りには，てこの規則性を利用した道具があ
ることを理解しているかを評価する。（記述分析・ペー
パーテスト）

身の回りには，てこの規則性を利用した道具があることを，
支点・力点・作用点の位置関係と道具のはたらきとを関連づ
けて理解している。

支点が間にあるものや，端にあるものなど，さまざまな道具を例
に，支点・力点・作用点の位置がつかめるように支援する。

思 思②／てこの規則性と道具のしくみやはたらきとの関係
を多面的に調べ，考察し，自分の考えを表現しているか
を確認する。（発言・記述分析）

てこの規則性を利用した道具の支点・力点・作用点の並び方
には3タイプあり，それとはたらく力の関係について，それ
ぞれの共通点や差異点に着目して，自分の考えを表現してい
る。

各自で調べた道具の結果をグループ化して，それぞれの特徴をあ
げさせるところから，はたらく力が大きくなっているのか小さく
なっているのかを考えられるようにする。

まとめ～
つなげよう

9
・
予
備

まとめノート／たしかめよう／活用しよう
つなげよう（てこのしくみを利用した道具，身
近な道具で救われた命）

態 ○ 態②／てこの規則性について学んだことを学習や生活に
生かそうとしているかを評価する。（行動観察・発言・
記述分析）

てこの規則性について学んだことを生かして，ものづくりを
したり，自ら例を探すなどしたりして，日常生活に使われて
いるてこの規則性を利用した道具を見直そうとしている。

教科書p.166～167の「つなげよう」などを使って，日常生活・社
会に生かされている例を紹介する。

てこのうでをかたむけるはたらき
左右のうでで，おもりをつるす位置やおもりの
重さを変えると，どんなときに水平につり合う
のだろうか。
実験2　てこが水平につり合うとき

【単元の目標】
加える力の位置や大きさに着目して，これらの条件とてこのは
たらきとの関係を多面的に調べる活動を通して，てこの規則性
についての理解をはかり，実験などに関する技能を身につける
とともに，おもにより妥当な考えをつくりだす力や主体的に問
題解決しようとする態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／力を加える位置や力の大きさを変えると，てこを傾けるはた
らきが変わり，てこがつり合うときにはそれらの間に規則性がある
ことを理解している。
知②／身の回りには，てこの規則性を利用した道具があることを理
解している。
知③／てこの規則性について，実験などの目的に応じて，器具や機
器などを選択し，正しく扱いながら調べ，それらの過程や得られた
結果を適切に記録している。



　（理科　６年　更新版）

９．発電と電気の利用 2月第1週～，配当13時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】A(4)電気の利用　ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)，イ

思①／電気の性質やはたらきについて，問題を見いだし，予
想や仮説をもとに，解決の方法を発想し，表現するなどして
問題解決している。
思②／電気の性質やはたらきについて，実験，資料調べなど
を行い，電気の量とはたらきとの関係，発電や蓄電，電気の
変換について，より妥当な考えをつくりだし，表現するなど
して問題解決している。

態①／電気の性質やはたらきについての事物・現象に進んでかか
わり，粘り強く，他者とかかわりながら問題解決しようとしてい
る。
態②／電気の性質やはたらきについて学んだことを学習や生活に
生かそうとしている。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 発電と電気の利用
電気をつくったり，蓄えたり，使ったりして，
電気のはたらきを調べてみよう。

思 思①／発電と電気の利用について問題を見いだし，表現
しているかを確認する。（発言・記述分析）

生活経験や，いろいろな発電の資料をもとに，発電と電気の
利用について具体的な問題を見いだし，自分の考えを表現し
ている。

実際に電気を使った道具を見せて，生活の中で電気が使われてい
ることの実感をもたせ，その電気がどのように発電されているか
に着目させる。

第１次 2
・
3

電気をつくる
手回し発電機は，乾電池と同じようなはたらき
をするのだろうか。
実験1　手回し発電機での発電

思 ○ 思①／発電について問題を見いだし，乾電池と比較した
予想や仮説をもとに解決の方法を発想し，表現している
かを評価する。（発言・記述分析）

発電について問題を見いだし，豆電球やモーターを使うこと
で電流の向きや大きさを調べられることを発想し，手回し発
電機を使った実験を計画している。

実験を考える前に，4年での学習を思い出し，乾電池に豆電球な
どをつないだ回路で見られた乾電池のはたらきを表にまとめさせ
る。

知 ○ 知④／手回し発電機などを正しく扱いながら，発電のよ
うすを調べ，適切に記録しているかを評価する。（行動
観察・記録分析）

手回し発電機などを正しく扱いながら，発電のようすを条件
を制御して調べ，手回し発電機の条件と器具のようすの結果
を記録し，表などで適切に整理している。

手回し発電機を使った活動を繰り返すとともに，ハンドルを回す
向きや速さを変えると，何が変わるのかが意識できるように助言
する。

4
・
5

光電池には，どんな特徴があるのだろうか。
実験2　光電池での発電

知 知④／光電池や鏡などを目的に応じて用意し，正しく扱
いながら実験を行い，適切に記録しているかを確認す
る。（行動観察・記録分析）

光電池や鏡などを正しく使って，手回し発電機での経験をも
とに条件を適切に制御しながら実験を行い，結果を表などに
記録している。

光電池を，手回し発電機につなぎ変えて，光電池が手回し発電機
と同じように発電していることを確認させる。

思 思②／光電池のはたらきについて考察する中で，より妥
当な考えをつくりだし，表現しているかを確認する。
（発言・記述分析）

光電池の発電について，手回し発電機での発電や乾電池と比
較しながら考察し，いろいろな発電方法での結果を整理しな
がら，より妥当な考えをつくりだし，表現している。

光電池とモーターの回路に簡易検流計もつなぎ，電流の向きや大
きさが変わることを簡易検流計で確認させる。

第２次 6
・
7

電気の利用
発電した電気を，蓄えて使うことができるのだ
ろうか。
実験3　コンデンサーにたくわえた電気の利用

知 ○ 知①／電気は，つくりだしたり蓄えたりすることができ
ることを理解しているかを評価する。（記述分析・ペー
パーテスト）

電気は，つくりだしたり蓄えたりすることができることとと
もに，発電や蓄電のよさについて理解している。

発電や蓄電を行っている身の回りのものを例に，実験器具と生活
を結びつけて，そのはたらきを理解できるように支援する。

思 ○ 思②／実験結果をもとに，豆電球と発光ダイオードの違
いについて，より妥当な考えをつくりだし，表現してい
るかを評価する。（発言・記述分析）

発光ダイオードは豆電球に比べ，長く明かりがついたことか
ら，発光ダイオードのほうが電気を使う量が少なく，効率的
であることを考察し，表現している。

身の回りの電球も発光ダイオードに切りかわっていっていること
などを例にあげ，妥当な考えをつくりだすことができるように支
援する。

8 身の回りでは，電気をどのように利用している
のだろうか。
資料調べ1　電気の利用のしかた

知 ○ 知②③／電気は，光，音，熱，運動などに変換でき，身
の回りには，電気の性質やはたらきを利用した道具があ
ることを理解しているかを評価する。（記述分析・ペー
パーテスト）

身の回りには，発電したり，電気を蓄えたり，変換したりす
るなどの電気の性質やはたらきを利用したさまざまな道具が
あることを，いろいろな例に当てはめて理解している。

科学館などの施設を利用できると，子どもたちは理解しやすい。

第３次 「プログラミング」を体験しよう
必要なときに明かりをつけるプログラムを考え
てみよう。

思 思①／電気を無駄なく使うための工夫について問題を見
いだし，予想した条件や動作の組み合わせをもとに，解
決の方法を発想し，プログラミングしているかを確認す
る。（行動観察・記述分析）

電気を無駄なく使うための工夫について，自動的に電球の明
かりがつく以外の例でも，問題を見いだし，予想した条件や
動作の組み合わせをもとに，解決の方法を発想し，プログラ
ミングしている。

人感センサーのみを使った場合のプログラムやシミュレーション
結果を見せるなど，なるべくシンプルなもので例示して操作方法
を習得させた上で，目的に合わせた条件や動作を考えられるよう
に支援する。

態 ○ 態①／プログラミングの活動に進んでかかわり，粘り強
く，他者とかかわりながら問題解決しようとしているか
を評価する。（行動観察・発言・記述分析)

プログラミングの活動に進んでかかわり，粘り強く，他者と
かかわりながら，自分の考えを調整して，よりよいプログラ
ムを考えようとしている。

目的に合わせて機器を制御できるように，友達の方法も参考にし
ながら，プログラミングの活動に進んで取り組めるようにする。

まとめ～
つなげよう

13
・
予
備

まとめノート／たしかめよう／活用しよう
つなげよう（清そう工場での発電，モーターで
発電する乗り物）

態 ○ 態②／発電と電気の利用について学んだことを学習や生
活に生かそうとしているかを評価する。（行動観察・発
言・記述分析）

発電と電気の利用について学んだことを生かして，ものづく
りをしたり，自ら例を探すなどしたりして，日常生活に使わ
れている電気を利用した道具を見直そうとしている。

教科書p.186の「活用しよう」に取り組ませたり，p.187 の「つ
なげよう」を取り上げたりして，日常生活・社会に生かされてい
る例を紹介する。

9
・
10
・
11
・
12

【単元の目標】
電気の量やはたらきに着目して，それらを多面的に調べる活動
を通して，発電や蓄電，電気の変換についての理解をはかり，
実験，資料調べなどに関する技能を身につけるとともに，おも
により妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しようと
する態度を育成する。

【単元の評価規準】
知①／電気は，つくりだしたり蓄えたりすることができることを理
解している。
知②／電気は，光，音，熱，運動などに変換することができること
を理解している。
知③／身の回りには，電気の性質やはたらきを利用した道具がある
ことを理解している。
知④／電気の性質やはたらきについて，実験，資料調べなどの目的
に応じて，器具や機器などを選択し，正しく扱いながら調べ，それ
らの過程や得られた結果を適切に記録している。



　（理科　６年　更新版）

10．自然とともに生きる 3月第2週～，配当4時間＋予備1時間 【学習指導要領との関連】B(3)生物と環境　ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)，イ

思①／生物と環境について，問題を見いだし，予想や仮説を
もとに，解決の方法を発想し，表現するなどして問題解決し
ている。
思②／生物と環境について，観察，資料調べなどを行い，生
物と環境とのかかわりについて，より妥当な考えをつくりだ
し，表現するなどして問題解決している。

態①／生物と環境についての事物・現象に進んでかかわり，粘り
強く，他者とかかわりながら問題解決しようとしている。
態②／生物と環境について学んだことを学習や生活に生かそうと
している。

次 時 指導計画
重
点

記
録

評価規準（Ｂ基準）と評価手法 十分満足できる状況の例 Ｂ基準に達していない場合の手立て

単元導入 1 自然とともに生きる
「自然とともに生きる」とはどのようなことな
のか，考えてみよう。

思 思①／身の回りの環境について問題を見いだし，表現し
ているかを確認する。（発言・記述分析）

生活経験や，環境とのかかわりについての資料をもとに，身
の回りの環境について具体的な問題を見いだし，自分の考え
を表現している。

日常生活での水の使い方などを例にしたり，生物が呼吸をすると
きに空気を必要としていることを学習したことを思い出させたり
して，ヒトやほかの生物と水や空気とのかかわりに気づかせる。

第１次 2 わたしたちの生活と環境
わたしたちの生活は，環境とどのようにかかわ
り合っているのだろうか。

知 ○ 知③／ヒトは，環境とかかわり，工夫して生活している
ことを理解しているかを評価する。（記述分析・ペー
パーテスト）

ヒトは，環境とかかわり，工夫して生活していることを，空
気・水・食べ物の視点で整理しながら，身近な環境とも関連
づけて理解している。

教科書をもとに，ヒトの活動（例えば調理）とほかの生物や環境
とのかかわりを具体的に説明して，環境とかかわりがあることを
理解させる。

第２次 3 環境へのえいきょう
わたしたちのくらしは，環境に，どのような影
響を与えたり，与えられたりしているのだろう
か。
資料調べ1　わたしたちの生活と環境の変化

知 知④／資料などを目的に応じて選択し，ヒトの活動と環
境が互いに与えている影響について調べているかを確認
する。（行動観察・記録分析）

資料などを目的に応じて選択し，ヒトの活動と環境が互いに
与えている影響について調べ，環境を守る取り組みについて
も関連づけながら記録している。

調べやすい本やホームページを紹介するとともに，｢水・空気・
食べ物」という視点をもって調べ，調べたことの中から大切と思
う部分を抜き出してまとめることができるように，具体例を示し
て支援する。

第３次 4
・
予
備

自然とともに生きるために
わたしたちは，どうすれば，環境を守りなが
ら，よりよい生活を続けていくことができるの
だろうか。

思 ○ 思②／身近な環境とのかかわりや与えている影響などの
調べたことをもとに，より妥当な考えをつくりだし，自
分たちの生活を見直そうとしているかを評価する。（行
動観察・発言・記述分析）

身近な環境とのかかわりや与えている影響などの調べたこと
をもとに，より妥当な考えをつくりだし，自分たちの生活を
見直して，保全のための取り組みを行っている。

ヒトのくらしが自然環境に対してどのような影響を与えている
か，ヒトが自然とどのようにかかわり合っているか，具体例を示
しながら前時までの学習を思い出させる。

【単元の目標】
生物と水，空気および食べ物とのかかわりに着目して，それら
を多面的に調べる活動を通して，生物と持続可能な環境とのか
かわりについて理解をはかり，資料調べなどに関する技能を身
につけるとともに，おもにより妥当な考えをつくりだす力や生
命を尊重する態度，主体的に問題解決しようとする態度を育成
する。

【単元の評価規準】※
知①／生物は，水および空気を通して周囲の環境とかかわって生き
ていることを理解している。
知②／生物の間には，食う食われるという関係があることを理解し
ている。
知③／ヒトは，環境とかかわり，工夫して生活していることを理解
している。
知④／生物と環境について，観察，資料調べなどの目的に応じて，
器具や機器などを選択し，正しく扱いながら調べ，それらの過程や
得られた結果を適切に記録している。

※各観点の評価は，「４．生物どうしのつながり」「10．自然とともに生
きる」を通して計画している。


